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2026 年 1月 23日 

 

 

寒さが一段と厳しくなり、まだまだ日照時間も短い日が続きます。日が傾きはじめてから暗く

なるまでの時間もあっという間で、子どもがクラブ活動や塾、習い事、学童保育から帰ってくる

頃にはすっかり暗くなっています。改めて子どもの安全についてできることを考えていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園・保育園・小学校等の「冬休み」期間が終わりました。年末年始のお忙しいなか、参画

団体の皆さまには、活動にご協力いただきありがとうございます。 この期間中、こどもネット事

務局への緊急連絡などはありませんでした。 

そして、冬休み期間には、関東バス・立川バス・小田急バス・西東京バスに、バス中吊り広告

を掲示していただきました。東京バス協会さんをはじめ、各会社・労働組合のご協力に心より感

謝申し上げます。このバス中吊り広告の取り組みは「子どもの夏休みと冬休みの期間」に実施頂

いております。バス乗車の際にこどもネットの広告を見つけましたら、お子さんに是非とも伝え

て頂ければと思います。 

 

 

 

 

 

 

「こどもを守るネットワーク」事業 

こどもネットニュース 

 

「こどもを守るネットワーク」事務局 

〒190-0012 立川市曙町２－15－20－５Ｆ連合三多摩内 

TEL 042-529-5550  FAX 042-529-5552 

冬の早い日没、子どもの安心安全のためにできること 

 

○見知らぬ人に声をかけられないよう気を付けること 

・友だちといっしょに帰宅する 

・保護者と待ち合わせる 

・人どおりが多い道を選ぶ 

・防犯ブザーを持ち歩く など 

 
○交通事故に巻き込まれないよう気を付けること 

・リフレクター（反射板）キーホルダーを身につける 

・自転車のライトを点灯させる 

・安全な道を歩く（ガードレールがある、歩道と車道が区分

されている、明るい道） 

 

「こどもの冬休み期間」の活動に心より感謝 

 


